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質 問 回 答 
本件は令和２年度急増要因出現率調

査報告書にまとめられている内容を

基に行う業務という認識ですが、下記

の内容は令和６年度業務において新

規に実施する内容という理解でよい

でしょうか。 

・「近年の集合住宅の購入層の属性等

について既存データ・文献等から情

報を収集し、資料として整理しま

す。」 

・「市と相談・協議の上、市内で今後予

定されている特定の新規開発案件

等に関する出現率の個別検討や特

定エリアの児童数の将来予想など

を市が検討するために参考となる 

資料・情報について収集します。」 

・「既存の物件のうち、過去に設定され

ていた出現率の値との乖離が特に

大きい物件を特定し、その物件の特

性について、個別・詳細に分析し、

出現率タイプ分類への反映方法に

ついて検討します。」 

・「20 年目以降の０歳児の出現率の設

定を行い、横浜市将来人口推計の

期間に合わせて、より長期間での

出現率設定を行います。」 

ご認識の通りです。 

出現率の設定については、令和２年

度急増要因出現率調査で 20 年目まで

の出現率を設定しています。本件委託

においては、その内容の検証・見直し

を行うとともに、その期間を横浜市将

来人口推計の期間に合わせてこれま

でよりも長期で設定するものです。 

 出現率の個別検討や参考となる資

料・情報の収集について、検討方法や

収集方法については貴市による指定

ではなく受注者の提案をもとにした

受発注者間での協議により決定する、

という理解でよいでしょうか。 

ご認識の通りです。 



タイプ分類の細分化設定方法や、個別

物件による出現率タイプ分類への反

映方法については、貴市による指定で

はなく受注者の提案をもとにした受

発注者間での協議により決定する、と

いう理解でよいでしょうか。 

本件委託においては、出現率に関す

るタイプ分類を、令和２年度急増要因

出現率調査よりも細かくし、少なくと

も「行政区ごと」に設定することを想

定していますが、最終的には、ご認識

の通り、受託者による提案をもとにし

た受発注者間の協議により決定する

ものとします。 
 


